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二人のユーザ間で、盗聴者には
推測できない秘密鍵を共有する
鍵配送方式の研究です。提案方
式では、高速に変化するランダ
ム光の完全測定は難しく、一方
で部分的な測定は容易であるこ
とを利用します。ランダム光注
入で同期するレーザを、部分測
定器として用い実装されます。

公開鍵暗号は盗聴者の計算能力
の限界を仮定するため、暗号文
が記録されれば将来に解読され
てしまうかもしれません。また
量子暗号では、長距離伝送は現
状においては困難です。提案技
術は、盗聴者の計算能力に依ら
ない将来に渡る安全性と長距離
伝送の両立を実現します。

・将来に解読される心配のない

セキュア通信

・大陸を結び、大陸を横断する

長距離セキュア通信

・既存の光ファイバ網をそのま

ま利用できるセキュア通信

容器内の水について、

完全測定（全ての水分子の位置・速度）は困難

部分測定（例えば、温度、体積 etc.）は容易

しかし、

高速変動するランダム光（完全測定は困難）を利用して本方式を実装

実装のためには、膨大な種類の部分測定法を用意することが重要！
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成果： レーザを組合わせて多種の部分測定を実現する手法を提案＆実験実証

測定難易度の差を利用して秘密鍵を共有する方式を提案


